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2024.6.11
学術情報基盤オープンフォーラム
「どうする？研究データ管理」

研究データ管理の基礎知識：
背景、研究データポリシー



研究データ管理とは？

Research Data Oxford, About RDM http://researchdata.ox.ac.uk/home/introduction-to-rdm/

ある研究プロジェクトにおいて使用された、または生成された情報を、
どのように組織化・構造化・保管・管理していくのかを指す言葉

研究データの取り扱い
計画の策定

研究中の日々の情報の
取り扱い

研究後のデータの公開
や長期的なの保管

RDM: Research Data Management
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• 2015年3月：内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報告書

• 2016年1月：政府「第5期科学技術基本計画」
• 2016年2月：文部科学省 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会 

「学術情報のオープン化の推進について」

• 2016年5月：G7茨城・つくば科学技術大臣会合 つくばコミュニケ（共同声明）
• 2016年5月：政府「科学技術イノベーション総合戦略2016」

• 2016年7月：日本学術会議「オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり方に関する提言」(提言)

• 2017年6月：政府「科学技術イノベーション総合戦略2017」
• 2018年6月：政府「統合イノベーション戦略」

• 2019年6月：政府「統合イノベーション戦略2019」

• 2020年6月：日本学術会議「オープンサイエンスの深化と推進に向けて」 (提言)
• 2020年7月：政府「統合イノベーション戦略2020」

• 2021年3月：政府「第6期科学技術・イノベーション基本計画」

• 2021年6月：政府「統合イノベーション戦略2021」
• 2021年7月：政府「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」

• 2022年6月：政府「統合イノベーション戦略2022」

• 2022年12月：日本学術会議 「回答・研究DXの推進 －特にオープンサイエンス、データ利活用推進の視点から－ 
に関する審議について」

• 2023年5月：G7仙台科学技術大臣会合 G7科学大臣コミュニケ（共同声明）

• 2023年6月：政府「統合イノベーション戦略2023」
• 2024年6月：政府「統合イノベーション戦略2024」

オープンサイエンス時代の
研究データ基盤構築に向けた国内の政策的経緯
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オープンサイエンスとは？

「オープンサイエンスとは、公的研究資金を用いた研
究成果（論文、生産された研究データ等）について、
科学界はもとより産業界及び社会一般から広く容易な
アクセス・利用を可能にし、知の創出に新たな道を開
くとともに、効果的に科学技術研究を推進することで
イノベーションの創出につなげることを目指した新た
なサイエンス」

内閣府『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について～
サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け～』（2015年3月30日）
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/
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1. 情報流通の活性化による学問の進展の飛躍的加速化
分野を越えた新たな知見の創出や効率的な研究の推進等に資するとともに、
研究成果への理解促進や研究成果の更なる普及につながる

2. 研究の重複回避による研究開発投資の効率化
作業の重複を避け、コストの削減・研究の効率化を図る

3. 研究成果の再現性、透明性の確保
社会からの信頼を確保、研究不正を回避することで科学技術の進展と研究活
動の透明性、公正性を確保する

4. 科学技術外交
科学技術先進国として地球規模研究への対応、国際的共同研究・研究交流を
図り、国際的競争力を強化する
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オープンサイエンスの意義



2021年3月26日
第6期科学技術・イノベーション基本計画

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf

【目標】
• オープン・アンド・クローズ戦略に基づく研究データの管理・利活用、世界最高水準のネッ

トワーク・ 計算資源の整備、設備・機器の共用・スマート化等により、研究者が必要な知識
や研究資源に効果的に アクセスすることが可能となり、データ駆動型研究等の高付加価値な
研究が加速されるとともに、市民 等の多様な主体が参画した研究活動が行われる。

 【科学技術・イノベーション政策において目指す主要な数値目標】（主要指標）

• 機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究開発法人において、
2025 年までに、データポリシーの策定率が 100％になる。公募型の研究資金の新規公募分に
おいて、2023 年度までに、データマネジメントプラン（ＤＭＰ）及びこれと連動したメタ
データの付与を行う仕組みの導入率が 100％になる。
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「新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究
等の推進）」における目標



2021年4月27日
統合イノベーション戦略推進会議

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf 7



1. 研究データポリシー策定

2. 研究データ管理システム導入

3. 研究データ管理の啓蒙

4. 研究データ管理の推進
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大学・研究機関がやるべきことは？

大学執行部 研究推進部

情報基盤センター

研究推進部 大学図書館 URA

研究者、研究室スタッフ
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AXIES-JPCOAR研究データ連絡会
国内大学の研究データポリシー（一覧）

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/project/国内大学の研究データポリシー一覧

計 国立 公立 私立

FY2019 1 1

FY2020 1 1

FY2021 4 3 1

FY2022 16 14 2

FY2023 33 24 1 8

FY2024 7 4 3

計 62 47 2 13

（2024/6/6現在）

• 研究データの定義、研究者の範囲
• 研究データ管理
• 研究者の役割/責務＝研究データを適切に保

存・管理し、利活用を促進する。
• 大学の役割/責務＝本学は、研究データの管理、

公開及び利活用を支援する環境を整備する。
→研究データ管理基盤 GakuNin RDM の導入

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/project/国内大学の研究データポリシー一覧
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AXIES（大学ICT推進協議会）
研究データマネジメント部会の活動
https://rdm.axies.jp/

• 大学における研究データ管理に関するアンケート (雛形) （2020年4月）
• 学術機関における研究データ管理に関する提言（2020年6月）
• 大学における研究データポリシー策定のためのガイドライン（2021年7月）
• 2023年度年次大会企画セッション（2023年12月）「RDM推進のための学

内体制を考える～ポリシー策定・DMP作成・研究データ公開・グリーンOA
等に関わる学術支援～」発表資料公開

https://rdm.axies.jp/
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NII 研究データポリシー「ひな型」の提供

• 機関の研究データガバナンスを規定するポリシー
• 具体性のあるアクショナブルなポリシー

https://www.nii.ac.jp/openforum/2023/day2_rcos-dpdg.html
発表資料２：NII 研究データ管理・公開ポリシー（試行版）公開中

https://www.shiga-
u.ac.jp/research_cooperation/research_activities/研究
データ管理・公開/
「国立大学法人滋賀大学 データ管理・公開ポリシー ～責
任ある研究データの管理・公開に向けて～」（令和5
（2023）年12月12日策定）
※NIIが提供する研究データポリシーひな型に基づく最初

のポリシー

https://rcos.nii.ac.jp/RDM20240220/
第1回北陸地区 学術データ基盤セミナー（2023年2月20日）
笠原 禎也（金沢大学 学術メディア創成センター長 教授）
「金沢大学における研究データポリシー取り組み状況」
※資料、動画あり

https://www.nii.ac.jp/openforum/2023/day2_rcos-dpdg.html
https://www.shiga-u.ac.jp/research_cooperation/research_activities/研究データ管理・公開/
https://www.shiga-u.ac.jp/research_cooperation/research_activities/研究データ管理・公開/
https://www.shiga-u.ac.jp/research_cooperation/research_activities/研究データ管理・公開/
https://rcos.nii.ac.jp/RDM20240220/
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NII 研究データポリシー「ひな型」の提供

• NIIオープンサイエンス基盤研究センター
https://rcos.nii.ac.jp/

• 研究データ管理・公開ポリシー
• https://rcos.nii.ac.jp/service/datapolicy/ 研究開発

https://rcos.nii.ac.jp/
https://rcos.nii.ac.jp/service/datapolicy/
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研究データ基盤：NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用開始
（必要とされる機能を順次拡充）

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤
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データポリシーについて、より深く知る

※当日まで参加申込可※
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